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～今月の表紙～

国見小学校で運動会が開
催されました。最終種目
の上学年紅白対抗リレー
では、白熱した戦いを繰
り 広 げ る 子 ど も た ち に、
会場からは大きな声援が
送られました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　安養寺境内を左に入ると薬師堂があり、中に石製薬師如来座像が安置され、両脇に十
じゅうに

二 神
しんしょう

将 立
りつぞう

像が本尊を守護してい
ます。
　この薬師堂は、江戸期天保 3 年（1832 年）の『東

ひがし

大
おおくぼむら

窪村上
じょうち

知村
むら

絵
え ず

図』によると、「字
あざ

十
じ ゅ う に じ

二神将」（現字山居）に「薬師
堂跡」と記載があり、後に現在地に移した伝承があります。目や耳に効く薬師様として信仰され、多くの参拝者に撫

な

で
られてきたため、形が変わってしまったのが見て分かります。十二神将立像も虫食いの被害を受けましたが、近年補修
されて綺麗になり、今も参拝者が訪れて昔と変わらぬ信仰を集めています。

安養寺の薬師堂（大字高城字北）
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道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
が
5
月
3
日
、
開
業

1
周
年
を
迎
え
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
太
田
久

雄
町
長
が「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、

防
災
拠
点
、
地
域
活
性
化
の
施

設
と
し
て
昨
年
開
業
し
た
道
の

駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
が
1
周

年
を
迎
え
、
こ
の
間
の
来
場
者

は
１
９
０
万
人
以
上
。
こ
れ
も

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
の
た
ま
も

の
で
す
。
地
域
全
体
の
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
ま
ご

こ
ろ
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
は
、「
開
業
1
周
年

あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
た
看

板
が
掲
げ
ら
れ
、
太
田
町
長
は

じ
め
関
係
者
が
除
幕
し
、
1
周

年
を
祝
福
。
錦
町
太
鼓
保
存
会

が
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
、
セ
レ

モ
ニ
ー
に
華
を
そ
え
ま
し
た
。

　

連
休
中
は
1
周
年
を
記
念
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅
国
見

あ
つ
か
し
の
郷
、

祝
開
業
1
周
年
。

1「開業 1 周年ありが
とう」と書かれた看板
がお披露目されました
2 1 周 年 を 記 念 し て

「ちびっこ餅つき」が
行われ、子どもたちが
参加。つきたての餅は
来場者に振る舞われま
した

1

2

記念セレモニーを開催

3 2


